
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 復興支援プロジェクトチーム 

岩手県大船渡市吉浜における農地復興計画作成支援 

◆はじめに 
 農村工学研究所・復興支援プロジェクトチームは、岩手県大船渡市吉浜において、被災住民自身が復興計画を作成す
ることを支援しています。農工研・復興支援チームが吉浜においてどのような支援を行い、それにどのような効果が認め
られたのかを明らかにします。 

◆復興支援の基本姿勢  
 被災住民自らが復興計画を作成しようとしている地区において住民に寄り添って復興計画づくりを支援します。 
  ●住民の経験則の整理・体系化、アドバイス、見守り 
  ●合意形成のための技術的支援 復興景観シミュレーション 津波浸水シミュレーション 

◆津波浸水シミュレーション事例（3.11と同規模の津波を想定したシミュレーション） 

14.3ｍ防潮堤 3.11の再現 7.15ｍ防潮堤と
第2堤防 

●住宅への浸水をほぼ防止できる。 

◆復興景観シミュレーション事例（27事例：2次元デジタル画像処理10 3次元ＣＧ16 動画1 2012年3月末時点） 

現況 シミュレーション 
VIMSとCINEMA4Dの併用による3次元CG 

住民の反応 
「もう一度農業をやってみようという気
になった」 
「第２堤防をもう少し高くしなくて大丈夫
か？」 
「今回津波が到達しなかった地区に津
波が遡上してしまうのでは？」 
 
 

●住宅と農地の間に第２堤防兼集落道を整備し、低地部のどこからでも避難できるように階段状にする。 

津波浸水シミュレーションへ 

吉浜農地復興計画案の骨子 
・津波減災：防潮堤は高くせず、巨大津波では越流を覚
悟するものの、第２堤防（兼集落道）を高台にある住宅
群と低地部の農地の間に設置し、住居への津波到達を
防ぐ。 

・第２堤防（兼集落道）：いざというときに備え、大型トラッ
クが国道45号線からアクセスでき、集落を通過できる幅
員とする。平常時には観光バスが海岸まで行けるように
し、観光、6次産業化による地域活性化をはかる。 

・復興農地の機能：低地部の農地は従来よりも大きな区
画に整備することによって営農を容易にし、団地間に段
差を設けることによって津波減勢機能を農地に持たせ
るとともに、農地として有効に利用・管理することにより、
低地部の住宅建設を抑止する。 

◆吉浜農地復興計画案（被災住民自身が作成したもの） 

イメージ図（作成：吉浜農地復興委員会事務局） 

これを見て景観シミュレーション技術が
役に立つと判断 

作成：吉浜農地復興委員会事務局 

浸水深（ｍ） 赤：10ｍ以上 青：0ｍ以上 

文章化は農工研・復興支援チームによる 

◆技術的支援の効果 
復興景観シミュレーション：復興計画案に対する住民の理解を促進し、合意形成につながります。復興後の地域の姿
を具体的イメージとして見せることによって、被災住民が復興に向けて元気と勇気を取り戻します。 
津波浸水シミュレーション：住民が作成する復興計画案に科学的根拠を与え、課題を明確にします。 


